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絵でわかる電波／周波数の基礎知識

波長
　長い
周波数
　低い

波長
　短い
周波数
　高い

10,000km 1,000km 100km 10km 1km 100m 10m 1m 10cm 1cm 1mm 0.1mm 100nm以下

10,000THz3THz300GHz30GHz3GHz300MHz30MHz3MHz300kHz30kHz3kHz300Hz30Hz0Hz

（波長）

（周波数）

電　波

○極超短波に比べ直進性が更に高く、伝送できる 　情報量は非常に大きい。
　【衛星通信・放送　ISM機器　レーダー　電波天文・宇宙研究　無線LAN　等】

○直進性がより高く、多少の山や建物の陰に回り込んで伝わることもできる。伝送
できる情報量はかなり大きい。
　【携帯電話　PHS　テレビ放送　レーダー　アマチュア無線　無線LAN　等】

○直進性が高く、電離層での反射はしにくい。
　山や建物の陰に回り込んで伝わる　ことができ、伝送できる情報
量は大きい。
　【FM放送　テレビ放送　航空管制通信　等】

○電離層（F層）と地表との反射を繰り返し、地球の裏
側まで到達することが可能。
　【船舶・航空無線　短波放送　アマチュア無線　等】

○電波の伝わり方が安定しており、遠
距離まで到達可能。
　【中波放送（AMラジオ） 等】

ISM：Industrial Scientific and Medical、産業科学医療用

超低周波
（EMF）

マイクロ波
（SHF）

極超短波
（UHF）

超短波
（VHF）

短 波
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中 波
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ミリ波
（EHF）
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電離放射線
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線
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線

■ 

赤
外
線

固定通信
に使用

移動通信
に使用

50Hz、60Hz（商用周波数）
は、高圧送電線、家電製品
等から漏れ出る電磁波

2.4GHz帯は、特性として、電波のエネ
ルギーが水分子に効率よく吸収される
ことから、電子レンジ等で使用されてい
る

●図4 周波数帯域による特徴

●図3 周波数の帯域幅と道路の車線

……

周波数（例：2GHz）
（1秒間に20億個の波を送る例）

山 山

谷

振
幅

周期
波長

周波数 Hz 1秒間に繰り返す波の
回数

項目 単位 内　容

波長 m 波長＝光速÷周波数
波の山から山までの距離

振幅 V
または

A

波の振幅の幅。波の山
と谷の幅は振幅の2倍
となる

周期 秒 1つの波長（サイクル）が
進むために要する時間

（1）周波数2GHzの電波（搬送波）の例

（2）電波の波長、振幅、周期

注）光速：30万km/s＝3×108m/s

●図1 電波の構成（周波数・波長・振幅・周期）

FDMA
（ユーザーごとに周波
数を割り当てる方式）

TDMA
（複数のユーザーが1つ
の周波数を時分割で使
用する。周波数を複数
併用することもある）

CDMA
（多くのユーザーが1つ
の周波数を同時に使用
する。各ユーザーは固
有の符号を使用する）

f1

ch1
（ユーザー）

f2

ch2
（ユーザー）

f3

ch3
（ユーザー）

… … …
電
力

周波数

電
力

周波数

ch1（ユーザー）
ch2（ユーザー）

f1 f2 f3 … … …
時間

電
力

周波数
f0

ch1（ユーザー）
ch2（ユーザー）

多重通信の方式 仕組み

FDMA ：Frequency Division Multiple Access、周波数分割多元接続方式
TDMA ：Time Division Multiple Access、時分割多元接続方式
CDMA ：Code Division Multiple Access、符号分割多元接続方式

●図5 FDMA、TDMA、CDMAの違い

キ
リ
ト
リ

●図2 低い周波数の電波と高い周波数の電波の比較

これは、携帯電話で使われている800MHzの例です。図中の20MHzの帯域幅を5MHzで分割
すると4つの車線ができます。これを上りと下りに使えば、往復2車線の道路（2通信チャネル）
ができます。実際には、上り下りの間に中央分離帯（ガードバンド）が必要になります。

電波は、3kHzから30kHzを超長波（VLF）、
30kHz から 300kHz を長波（LF）、
300kHzから3MHｚを中波（MF）という
ように、周波数により10倍ごとに名前が
付けられています。各周波数帯の特徴を図
中に説明してあります。

低い周波数と高い周波数では、その性質が異なります。電波の伝わり方は、低い周波数ほど
回り込みが大きく、高い周波数ほど直進性が強くなります。伝送できる情報量は、高い周波
数のほうが広い周波数帯域を使うことができるので、大きくなります。利用技術の難易度は、
歴史的に低い周波数から使われてきたことをみても、明らかです。

低
い
周
波
数

高
い
周
波
数

電波の伝わり方1
障害物の後ろ
に回り込む　

直進する

伝送できる情報量2小さい 大きい

利用技術の難易度3やさしい 難しい
時
間

800MHz 820MHz 周波数

帯域幅（20MHz）

（1）周波数の帯域幅の例 （2）道路の車線の例

上り 下り

道路の車線（4車線）

周波数とは、電界または磁界が1秒間に何回変化しているかをいいます。その変化の山から山の
間の時間を周期、また、山から山の間の空間での距離を波長といいます。変化の零から山の頂上
までの大きさを振幅といいます。

ケータイとの融合、放送との融合、無線LANの台頭など、インターネットの無線化（アンワイヤード）が顕著だ。
無線通信を可能にしている媒体は電波であり、それは有線インターネットに例えるなら光ファイバーの位置にあたる。
ここでは、今後のインターネット技術に必須知識となる、「電波」と「周波数」について図解した。
（この内容は、書籍「ワイヤレス・ブロードバンド時代の電波／周波数教科書」から抜粋して再構成したもの）

図のように、ユーザーの信号を周波数、時間、符号で分離して使用します。
FDMAでは、各ユーザーは異なった周波数を使います。TDMAでは、各ユーザーは異なった時間
（タイミング）を使います。CDMAでは、各ユーザーはそれぞれ固有の符号を使います。

eco：本誌はリサイクル率80%の本文用紙（一部コート紙を除く）に大豆インクで印刷しています。

cover design : Okada Akiyuki + Gohan

COOLPIX P1は、世界で初めて無線 LAN機能（IEEE
802.11b/g対応）を内蔵したコンパクトデジタルカメラだ。
有効画素数800万画素CCD（1/1.8型）と光学3.5倍ズーム
（35mmフィルム換算36～126mm相当）を採用するなど、
デジタルカメラとしての基本性能も高い。オプションのワイ
ヤレスプリンターアダプター「PD-10」を利用すれば、PCを
介さずに、直接......................................................................fp114

F

F

インターネットマガジン／株式会社インプレスR&D
©1994-2007 Impress R&D



 

Copyright © 1994-2007 Impress R&D, an Impress Group company. All rights reserved. 

［インターネットマガジン バックナンバーアーカイブ］ ご利用上の注意 

 

この PDF ファイルは、株式会社インプレス R&D（株式会社インプレスから分割）が 1994 年～2006 年まで

発行した月刊誌『インターネットマガジン』の誌面を PDF 化し、「インターネットマガジン バックナンバー

アーカイブ」として以下のウェブサイト「All-in-One INTERNET magazine 2.0」で公開しているものです。 

 

http://i.impressRD.jp/bn 

 

このファイルをご利用いただくにあたり、下記の注意事項を必ずお読みください。 

 

 記載されている内容（技術解説、URL、団体・企業名、商品名、価格、プレゼント募集、アンケートなど）は発行当

時のものです。 

 収録されている内容は著作権法上の保護を受けています。著作権はそれぞれの記事の著作者（執筆者、写真

の撮影者、イラストの作成者、編集部など）が保持しています。 

 著作者から許諾が得られなかった著作物は収録されていない場合があります。 

 このファイルやその内容を改変したり、商用を目的として再利用することはできません。あくまで個人や企業の

非商用利用での閲覧、複製、送信に限られます。 

 収録されている内容を何らかの媒体に引用としてご利用する際は、出典として媒体名および月号、該当ページ

番号、発行元（株式会社インプレス R&D）、コピーライトなどの情報をご明記ください。 

 オリジナルの雑誌の発行時点では、株式会社インプレス R&D（当時は株式会社インプレス）と著作権者は内容

が正確なものであるように最大限に努めましたが、すべての情報が完全に正確であることは保証できません。こ

のファイルの内容に起因する直接的および間接的な損害に対して、一切の責任を負いません。お客様個人の

責任においてご利用ください。 

 

 

 

 このファイルに関するお問い合わせ先 

 

All-in-One INTERNET magazine 編集部 

im-info@impress.co.jp 


